
 

 

          
国際ロータリー第２６７０地区徳島第２分区 

     
１０月１３日 火曜日       Vol.４５７ 

 

         例会出席者    ２０名 （会員数 27名）                  出席率 ７４．０７％ 

         メーキャップ                             修正出席率 ７４．０７％ 

ゲスト       ガバナー補佐 真鍋照夫様     同行人 東口寛様 白井正道様 

 

■会長挨拶（澤田会長） 

こんばんは、先日の例会に続きましてガバナー補佐訪問例会ということでゲストの方をお迎えして緊張します。改めまして真鍋

ガバナー補佐ようこそおいでいただきました。ガバナー補佐の任務について勉強という目的で聞いてください。 

ガバナーはガバナー補佐を任命しなければならない。ガバナー補佐は地区レベルでの任務を遂行し、指定されたクラブの管理

運営に関してガバナーを補佐する責務を担う。ガバナー補佐は地区から任命され、地区指導者の継続性を図るため１年任期を

３期まで務めることはできる。元地区ガバナーがガバナー補佐を務めないことが推奨されている。ガバナー補佐は指定されたク

ラブに対して、以下のような支援を提供しなければならない。  

◦ロータリー年度の開始前に次期クラブ会長と会合を持ち、クラブ・リーダーシップ・プランを見直し、クラブの目標について討

議し、「効果的なＲＣとなるための活動計画の指標」および「機能の喪失」を検討する。   

などあります。 私たちのガバナー公式訪問例会は 11月 10日です。皆様正装して全員出席するように願いいたします。徳島

県は第 1分区と第 2分区に分かれています。私たちが属しているのは第 2分区であります。第 2分区は 11のクラブから成り

立っています。ガバナー補佐は分区に一人いますのでこの 11のクラブを回って助言してくれる存在というわけです。 

私的に関心があったことはラクビーの W杯です。私もラグビーをやっていましたのでレベルは違うので恥ずかしいのですが、そ

の中でも誇れるのは私の所属していました脇町高校ラグビー部は四国発祥の地であり、86 年の歴史のある最も古いクラブです。

川田会員の川田光栄堂ではラグビー饅頭が販売されており、この時期は人気があるそうです。 

私は自動車修理販売業を営んでいるのですが、この週末に東京ビッグサイトで第 20回全日本自動車整備技能競技大会が

行われ参加してきました。若手従業員から徳島県で二名選ばれて全国大会に出場しました。私も協会の理事という立場で応

援に行きました。全国大会で入賞はかなわなかったのですが、その姿に感動しました。これで私の今週の挨拶とさせていただき

ます。 

  

■幹事報告 （三好幹事） 

 ◇連絡事項 平成 27年度台風 18号等大雨災害義捐金を皆様のお気持ちでお願いします 

          20日の職場訪問例会の出欠を回覧にて確認お願いします 

          20 日の例会は職業訪問例会になり移動例会となります。18:30 から長江ストアー前の松浦会員の職場である

(有)松浦にて開催します 

           

■卓話 （真鍋ガバナー補佐） 

 第二分区ガバナー補佐を拝命しております真鍋でございます。遅くなりましたが就任の御挨拶をさせて頂きたいと思います。先

ほどは本年度の活動計画の指標について澤田会長、三好幹事と懇談させていただきました。お聞きしました内容をガバナーに報

告しまして 11月 10日の公式訪問の参考とさせていただきます。 

簡単に自己紹介をさせて頂きますと私は阿波池田RCに所属しており職業分類は税理士をしております。独立して早30年が過ぎ

まして今年の９月で満 65歳となりました。ロータリー歴としましては 22年ほどになります。入会 11年目に会長を務めさせていただ

き、偶然にもそれから 11年後にガバナー補佐に就任させていただきました。ロータリーに入会して地域で活躍している方々と交流

を深めることができ、ありがたく感じております。ガバナー補佐という任は自分にはまだ荷が重いと感じておりましたが、受けるに当た

り皆様のご協力なしには務め上げることは難しいと思っておりますのでよろしくお願い致します。 

ガバナー補佐としての役割ですが山田ガバナーの考えに基づいた方針や推奨事項に沿うよう所属クラブに奨励し、各クラブのお

役にたつというのが責務となっております。 
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 お願い事項としましては例年ではありますが会員増強と寄付金の二点であります。その中で私の課された役割は会員増強と退

会防止であります。国際ロータリーの会員は 120 万存在し、日本の会員数は 13 万から 8 万弱に減少しており理事数も二人から

一人となっております。このままでは理事数もゼロとなり理事会での発言権も低下し日本の意見は通りにくくなることが予想されます。

女性会員は世界では 2割を占めますが日本では５％と少ない現状です。当クラブでも４名の女性会員がおられますが第２６７０地

区で女性会員数は第２分区がトップとなっております。次に年齢構成についてですが世界では３９歳以下の会員が１２％おります

が日本では３％となっており世界から見て若い会員が少なく退会予備会員が多い現状となっております。こういう点もこれからの課

題となります。会員数の減少は色々な奉仕活動にもマイナスが生じております。わかりきったことですが会員数を増やし奉仕活動

を活性化しますと地域も活性化しますので会員増強が必至となっております。 

RI 会長は会員数減少の危機感から具体的なクラブの戦略計画を作り実施しましょうと言われております。会長は数字に厳しく、測

定できる数字、実現できる数字でなければ駄目であると言われ経過を見ながら実践するという企業活動における PDCA サイクル

を行い、結果を重視しましょうと言われています。 

 IT についても十分に活用できていないクラブは若い会員に対して魅力がないとも言われていますが、当クラブは十分に活用でき

ていると思われます。 

広報の必要も問われています。以前は隠匿がロータリーの美徳とされ広報活動はもってのほかだと言われていましたが今は活

動を知ってもらったうえで協力してもらうのが重要となっております。 

会員増強を実践するに当たりましてロータリアンにふさわしい人に入ってもらうにはどうすればいいかといいますと、奉仕すること

だけを強調することなく、ロータリーの基本は自分を向上させることであり、奉仕をしながら最終的に自分を高め、そして地域に貢

献するという目的のために入会しませんかとお誘いするのが重要ではないかと思います。 

 会員数を増やすに当たってもやはり誰でもいいというわけではなくロータリアンとしての資質、人格を備えた人でないといけないと

いうのは当然であります。 

 最近の経済状況を反映してか、寄付金の減少が続いております。米山奨学金の場合、全額寄付で賄われておりまして寄付金

の減少が即奨学生の減少につながっております。日本の理解者を増やすためにも必要であると思われます。 

 財団の寄付に関しましてはたくさんの会員からいただいておりますので引き続いてお願い致します。また大口寄付についてもお願

いしております。特にポリオプラスにつきましては２０１８年には根絶できるよう目指しております。ポリオフリー宣言するには３年間発

生しないという条件がありますので今年から３年間は特に力を入れております。ポリオは日本では過去の病気となっておりますが世

界ではパキスタン、アフガニスタン、ナイジェリアの３国となっております。 

 最後に国際大会の出席をお願いしたいと思います。来年５月にソウルで開催されます。日本から近いので２６７０地区から３００

名予定しておりますのでよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

■ニコニコ   

◇真鍋ガバナー補佐 東口様 白井様 

◇澤田会長  １０月８日に３人目の孫が生まれました 

  

 次回例会                 ２０１５年１０月２０日（火）１８:３０からレストラン西岡 

       プログラム                     職場訪問例会 

    

欠席 小田会員 川田会員 谷会員 戸島会員 林会員 藤会員 森会員 

   ☆欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席の会員は、出席委員長まで 

    ご連絡をお願いします。 

 


